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平成30年３月期 第２四半期累計期間 業績予想と実績との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ

 

 

 平成29年８月14日に発表いたしました平成30年３月期 第２四半期累計期間の業績予想における 

予想値と本日発表の決算において差異が生じましたのでお知らせいたします。 

   また、最近の業績動向を踏まえ、平成29年８月14日に発表した平成30年３月期 通期業績予想を 

  下記のとおり修正いたしましたので、あわせてお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１． 平成30年３月期 第２四半期累計期間業績予想と実績の差異(平成29年４月１日～平成29年９月30日) 

                                       （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

(平成29年８月14日発表)
５００ △１００ △９０ △９５ △０.９４円

今 回 実 績 （Ｂ） ５６７ △１６８ △１３９ △１４３ △１.４３円

増  減  額 （Ｂ － Ａ） ６７ △６８   △４９  △４８ ― 

増  減  率（  ％  ） １３.４ ― ― ― ― 

(参考)前年同四半期実績

（平 成 29 年 ３ 月 期 

第２四半期） 

４１２ △１５３ △１１５ △８１ △０.８１円

 

差異の理由 

第２四半期累計期間につきましては、その主な理由として売上高は、不動産事業において第３四半期

以降に販売を予定していた物件を販売のタイミングを計っていたところ、好条件で当第２四半期累計期

間に販売することが出来、教育事業の売上の減少があったものの売上予想を上回りました。 

営業利益は、ニッケル事業においてはＬＭＥ価格の下落により在庫簿価が販売価格を上回ったこと、

教育事業においては校舎の閉鎖等により生徒数が当初の予想を下回り売上が減少したことと、リストラ

に係る経費増加により、前回予想を下回りました。 

有価証券評価益等を加味しましたが、経常利益、当期純利益は前回予想を下回りました。 

なお、前回予想には営業外損益には、有価証券評価損益は反映しておりません。 
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２． 平成30年３月期 通期業績予想数値の修正（平成 29年４月１日～平成 30年３月31日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）

(平成29年８月14日発表) 
１,２００ △７０ △５５ △６５ △０.６４円

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １,０５０ △２２０ △１８５ △１９５ △１.９４円

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △１５０ △１５０ △１３０ △１３０ ― 

増  減  率 （  ％  ） △１２.５ ― ― ― ― 

（ 参 考 ） 前 期 実 績

（平成 2 9 年３月期）
１,３０６ △９２ ２５ ４４ ０.４４円

 

 

修正の理由 

その主な理由として、教育事業部において第２四半期累計期間における徹底的なリストラによる一時

的な経費拡大と校舎の閉鎖等により生徒数が当初の予想を大幅に下回り売上高が減少し、営業赤字が拡

大したことや不動産事業においては販売を予定していた複数の案件を好条件での販売を見はからってお

りましたが、来期以降にずれ込む可能性もあると判断し下期の売上から１億円除外したため、営業利益、

経常利益、当期純利益を見直し前回予想の修正を行ないました。 

    

 

＜業績予想に関する注意事項＞ 

上記の業績見通し及び将来の記述に関する記述は、本資料発表日現在において、入手可能な情報に基 

づいて作成しております。実際の実績については様々な要因により予想数値と異なる結果となる可能性 

があります。 

以 上 


